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1ヤTλ∂･ように小二川引入港が厚がみなｊんふヽ元気七

可か。

　

今丿は良い話にな９ましたが，之月に胆川完区仇乾季含忌

やりノ〕した，

落ち八んだ申策層乙

　

ばし。つきづＪう拡ぐごしヽづ二感じて。釘
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互い建絡七ざずみんなどう
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少りおヽ川数頌三み醜
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じ二ろ

　　

礼幌市中痢Ｚ痢４多面/C)丁目

　　　　　

北海道鐙病･t乙ンター

○講湊をお致しヽ百石先ま

　　

胤俣鉄道病院皮鼻科あ急激先生

　　

北大病院才２陥斗ﾉﾌﾞ£ﾉﾘ易先蛙

　　

勤医価中央病院中井秀紀光生

　　

今塵っ奇孚ご刄撚謂匿含こご／月にオーデン①七　y･つずこし隠

●悦の「北瀞が宿病ケこレター」に｣トいてＴ記帳運匿で痢ほを子

　　

走し七ヅま示

　

万笏自認勤焼癩しておりＪぢク,ざ見学も尊

　　

沁てぜか二参7『トさい。

　　

７月はじめこ広欠のノヅ｀キと二共に改めてくわしいご案内

　　

をさしあげμづがﾚﾀｽﾞﾌヽら姉詞台ととのえておして下さい。
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☆住所変更です

　

･関口朝子

･震互愛了

3む皐蒜亀ﾌ､理挙、い剔ｊんぼしC禰好

など友２会ワ遜匍に百い分ご力弧ば

っていただきユしたが、ご主心厚嘆ン

でレ鋤洛べほﾌヽれ妾した。

今あま釧路七｀≒ヽ一ご｡才溥じi}^.iヽj、

右ｙと七期燐していｊす／

J/



　　　　

ひうゾさぴい刊丿九匡じをふ届けし４慄。
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て？譚した。

　　　　

巻こ同/｡う暴こは冬、れていじけ陶jヽさぴ昨今包プ

　　　

ンクレ押してくれゐ力傲い手があふような気が≒ぷす。

そんなチに励ｊさがズ遮てた若希求1卜節ひ美しごが．目

tこしみ享外。

　

ア月り既良ごｊだ新匹ヽ公座いが生れ石二とを期待し

てあ円ま厚。
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